
地域に踏み込むはじめのいっぽ

1,600時間。小学校低学年の児童が放課後や長期休みで年間過ごす時間で
す。学校で過ごす時間1200時間よりも長いってご存知でしたか？
そんな子どもたちの放課後は、塾や習いごとなどの予定が入り、「自分で考
えて何かをする」ということが減ってきています。

子どもたちが自由な発想でやってみたいことにチャレンジする、それを地域
や企業の「市民先生」がサポートしていく環境をつくっている放課後NPOア
フタースクールの実践を聞き、コロナ禍の子どもたちの時間の過ごし方も振
り返りつつ、子どもたちの育ちのためにはどんなことが大事で、私たちは子ど
もたちの成長のためにどんな関わりができるのかを考えてみませんか？

すずき かおりさん
放課後NPOアフタースクール

フミコムcafe オンライン

ゲスト

「時間」 「空間」 「仲間」
子どもたちの失われた３つの”間”を地域で取り戻すには？

子どもが楽しければ大人も楽しい！

放課後はゴールデンタイム


